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技術分野の指導資料集

「SEE-TECH」の作成と活用
－三つの視点で技術を評価し活用する能力と態度を育成する指導の充実を目指して－

長期研修員 正田 博之

《研究の概要》

本研究では、身近な技術に気付く活動、技術を理解する活動、技術を生かす活動を取り

入れた、技術分野の指導資料集「SEE-TECH」を作成し活用した。中学校１、２年生の授業

実践を通して、生徒が身近な社会や産業、生活の中で様々な技術が活用されていることに

気付き、社会・環境・経済の三つの視点で技術を適切に評価・活用し、自分なりの考えを

もち行動する能力と態度の育成に有効であることを明らかにした。

キーワード 【技術・家庭 技術系－中 評価・活用 教材・教具 指導資料集】

Ⅰ 主題設定の理由

中学校学習指導要領が改訂され、技術・家庭科の学習を通して、社会で用いられている様々な技術を

適切に評価し、よりよい社会を築くために、学習した知識・技能を生活の中で活用できる能力を育成す

る指導を一層工夫することが示された。本県では、「ぐんまの子どもの基礎・基本習得状況調査」（平

成23年群馬県教育委員会）において、「学習内容を、日常生活で活用しているか」という問いに対し、

「肯定的」「やや肯定的」と回答した生徒が64%であった。また、「新技術に興味をもっているか」とい

う問いに対しても、「肯定的」「やや肯定的」と回答した生徒は61%であった。さらに、「科学技術の発

達と社会やわたしたちの生活における活用について説明できるか」という問いに対しては、「肯定的」

「やや肯定的」と回答した生徒は27%、否定的な回答をした生徒は70％以上であった。このことから、

本県の中学生は、技術と社会や家庭とのかかわりや技術を活用することなどに対しての理解や関心が低

いことが分かる。また、「はばたく群馬の指導プラン」（平成24年３月群馬県教育委員会）においては、

技術分野の課題の一つとして「技術を理解し活用すること」が挙げられており、技術に対する理解を深

め、技術を適切に評価し活用する能力と態度の育成を図ることが喫緊の課題となっている。

一方で、生徒の実態を見ると、身近にものがあふれ、修理すれば使えるものでも簡単に廃棄して次々

と新しいものに買い換える、本当に必要か十分に検討せず必要でないものを購入する、省資源や省エネ

ルギーを考えずに製品を購入するなど、学習したことが実生活で十分に活用されているとは言えない。

このような状況から、生徒が、技術が社会や環境に果たしている役割や影響について理解を深め、技術

を適切に評価するための「様々な視点から技術を見る目」と「技術を判断する力」、そして、技術を適

切に活用するための「技術を生活に生かす実践力」を培い、自分なりの考えをもち行動する力を身に付

けさせる必要がある。

そこで、社会や生活の中に見られる技術に気付く活動、それらの技術に対する理解を深める活動、技

術を活用し新しい技術を提言する活動などを位置付け、指導の進め方を示した指導資料集を開発し活用

することで、生徒が、技術を適切に評価・活用し、自分なりの考えをもち行動する力を身に付けさせる

指導の充実を図りたいと考え本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

身近な技術に気付く活動、技術を理解する活動、技術を生かす活動を取り入れた、技術の評価・活用

の学習のための、技術分野の指導資料集「SEE-TECH」を作成し活用することで、社会・環境・経済の三

つの視点で技術を適切に評価・活用する能力と態度を育成する指導の充実を目指す。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 指導資料集「SEE-TECH」を活用した授業実践を行うことで、生徒は技術を社会・環境・経済の三

つの視点から比較・検討することができ、自分なりの考えをもつことができるであろう。

２ 指導資料集「SEE-TECH」を活用したステップ学習を通して、生徒は学習した技術を生活の中で生

かしていこうという意識が高まるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

本研究で作成する指導資料集「SEE-TECH」は社会（Society）、環境（Environment）、経済（Econo

my）の頭文字を取って「SEE」また、「SEE」には見るという意味もあるので、それと技術（TECH）を

合わせ、技術を社会・環境・経済の三つの視点から見つめ直すという意味を込めて名付けた。

「技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てる」とは、技術分野の学習を通して身に付けた基

礎的・基本的な知識及び技術、さらには、技術と社会や環境、経済とのかかわりについての理解に基

づき、技術の在り方や活用の仕方などに対して客観的に判断・評価し、主体的に活用できるようにす

ることである。技術を客観的に判断・評価し主体的に活用できる力を育てることによって、身近な生

活の中に見られる技術が社会や環境、経済に果たしている役割や影響について理解を深めたり、資源

や環境に配慮した生活の工夫・改善が主体的にできたりする生徒の育成につながっていくと考える。

しかし、生徒は社会や生活と技術のかかわりについての関心が低いという実態がある。そのため、

技術を客観的に判断・評価し、主体的に活用する前に、様々な技術に気付き、技術に対する視野を広

げる活動が必要であると考える。また、学校現場では、学習指導要領の改訂により、新設、必修化さ

れた内容が多く、それらの内容に関する具体的な指導事例が少ない現状がある。技術の評価・活用の

内容においても、教科書を読むだけ、インターネットで調べるだけなどの学習にとどまり、学習指導

要領に示されたねらいに迫る指導が十分に進められているとは言えない。

そこで、この指導資料集「SEE-TECH」の学習では、Ａ材料と加工に関する技術（以下内容Ａ）、Ｂ

エネルギー変換に関する技術（以下内容Ｂ）、Ｃ生物育成に関する技術（以下内容Ｃ）、Ｄ情報に関

する技術（以下内容Ｄ）の四つの内容それぞれについて、社会・環境・経済の三つの視点で技術を評

価・活用する活動を次の三段階のステップで進めることとする。

「SEE-TECH」のステップ学習

Ｓｔｅｐ１ 様々な技術に気付き、技術に対する視野を広げる活動（技術に気付く）

Ｓｔｅｐ２ 技術を比較・検討する活動（技術を理解する）

Ｓｔｅｐ３ 技術を活用する活動（技術を生かす）

Ｓｔｅｐ１

「ウェビング」の技法を取り入れた「技術発見シート」を活用し、身近な技術を書き出しグルー

プや学級で意見を発表し合い、考えを共有し合うことで、生活や社会、産業など様々な分野や場所

でたくさんの技術が活用されていることに気付かせる。

Ｓｔｅｐ２

技術を比較・検討する活動において、「技術の比較・検討シート」を活用し、技術を比較・検討

することで、様々な視点から技術を見る目と技術を判断する力を養う。付せん紙と縦軸を実現性、

横軸を効果とした４×４マトリクス表で視覚的に技術を比較することができる。また、技術のプラ

ス面とマイナス面を、社会・環境・経済の三つの視点から整理してまとめることができる。最後に、

まとめの欄を用いて、技術を比較・検討した結果を考察して記入することができる。

Ｓｔｅｐ３

「私の発明シート」を活用し、調べてきた技術の課題を解決するような新しい技術や製品を図に

かかせることで、新しい技術や製品のイメージをふくらませるとともにアイデアを明確にさせる。

そして、その発明が社会・環境・経済にどのような役割を果たすのか考え、まとめることができる。
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２ 研究構想図

３ 「SEE-TECH」の概要

本教材は、Ｓｔｅｐ１「様々な技術に気付き、技術に対する視野を広げる活動」に用いる「技術の

発見シート」、Ｓｔｅｐ２「技術を比較・検討する活動」に用いる「技術の比較・検討シート」、Ｓ

ｔｅｐ３「技術を活用する活動」に用いる「私の発明シート」の三つのワークシートを中心に、授業

の展開例、提示教材などを合わせ、パッケージ化した教材とする。

図１に「SEE-TECH」の構成図を示す。

図１ 「SEE-TECH」の構成図
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(1) 技術の発見シート（図２）

「技術の発見シート」は、社会や生活の中

でたくさんの技術が利用されていることに気

付かせるためのワークシートである。ワーク

シートに、技術を書き出す視点を示すことで、

生徒が身近に利用されている技術にはどのよ

うなものがあるかを考えやすくする。そして、

技術をウェビングマップに書き出し、発表し

合うことで、身近なところでたくさんの技術

が利用されていることに気付かせるようにす

る。その上で、それらの技術がどのような理

由で発展してきたか、新しい技術を例に、こ

れからの技術はどのように発展していくべき

かを考えられるようにする。

(2) 技術の比較・検討シート（図３）

「技術の比較・検討シート」は、技術を社

会・環境・経済の三つの視点から、その役割

や影響を比較・検討できるワークシートであ

る。付せん紙と４×４マトリクス表を用いて、

技術の実現性と効果をグループで検討する。

その後、技術のプラス面とマイナス面を調べ、

社会・環境・経済の三つの視点で整理して記

入する。 図２ 内容Ａの「技術の発見シート」（記入例）

図３ 内容Ａの「技術の比較・検討シート」（個人用、グループ用）（記入例）

生分解性

プラスチック

形がもどる
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す視点を示し、

ウェビングの手

法を取り入れる

ことで、様々な

目的で技術が開

発されているこ

とに気付くとと

もに、様々な技

術を見付けるこ

とができる。

第一層の視点はあら

かじめ記入しておく。

第二層から自分で思い付

いた技術を記入していく。

本時のまとめ

を記入する。

自分が比較・検討する

技術を設定する。

三つの視点ごとに、メリットとデ

メリットをまとめることができる。

「こんな技術があったらいいな」と思

う技術を考えて、４×４マトリクス表で

比較・検討する。

グループ用は、拡大版を作成し、ワ

ークシートに記入した技術を付せん

紙に書いて直接貼りながら、みんな

で検討できるようにした。
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(3) 私の発明シート（図４）

「私の発明シート」は、Ｓｔｅ

ｐ２までの学習を通して、技術の

現状と課題を理解した上で、今の

技術の課題を解決するような技術

や発明品を考えるワークシートで

ある。考えた技術や発明品のイメ

ージを図に描かせることで、自分

が考えた新しい技術のイメージを

広げさせるとともに、具体的にさ

せることができるようにした。ま

た、その技術がわたしたちの生活

に与える影響や役割を社会・環境

・経済の三つの視点でまとめさせ

ることができる。また、今は実現

不可能な技術であっても、自由な 図４ 内容Ｄの「私の発明シート」（記入例）

発想で記入させるようにする。

(4) 授業展開例（図５）

「SEE-TECH」のワークシートや

提示教材などを授業の中でどのよ

うに用いるのか、その活用例を授

業展開例として示す。

(5) 提示教材（図６）

授業で用いる提示教材は、生徒

の理解を促すために、学習内容を

説明したり、技術の現状を理解さ

せたりする場面で用いる。提示教

材はプレゼンテーションソフトウ

ェアを用いて作成し、電子黒板や

プロジェクタで拡大提示して活用 図５ 授業展開例（一部）

できるようにする。

図６ 提示教材の例（一部）

考えた技術のイメージを

図に描かせることで、イメ

ージを広げ、具体化するこ

とができる。

考えた技術や発明品が与え

る影響や役割を三つの視点で

まとめることができる。
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(6) ３学年間を見通した指導計画と各題材の指導計画及び、教材リンク集（図７）

教師用資料として、３学年間を見通した指導計画例と、それらの指導計画例に対応した各題材ご

との指導計画例を作成する。また、教材として活用できるWeb形式のリンク集も作成する。

図７ ３学年間を見通した指導計画と各題材の指導計画及び、教材リンク集（一部）

Ⅴ 研究の計画と方法

１ 授業実践の概要

実践１
単 元 「４章 情報技術の評価・活用」（東京書籍）

Ｄ 情報に関する技術
実践時期 平成24年10月 実施学年 中学校１学年 ３クラス
授 業 者 長期研修員 正田 博之
目 標 身近な生活の中で利用されている情報技術の役割と影響を理解し、これか

らの情報の技術について、自分なりの考えをもつことができる。
時 間 主な学習活動
１ 情報に関する技術を知ろう

２～３ 身の回りで利用されている情報に関する技術を調べよう
４ 情報に関する技術の未来を考えよう

実践２
単 元 「３章 材料と加工の技術の評価・活用」（東京書籍）

Ａ 材料と加工に関する技術
実践時期 平成24年10月 実施学年 中学校２学年 ３クラス
授 業 者 長期研修員 正田 博之
目 標 身近な生活の中で利用されている材料加工の技術の役割と影響を理解し、

これからの材料加工の技術について、自分なりの考えをもつことができる。
時 間 主な学習活動
１ 材料と加工に関する技術を知ろう

２～３ 身の回りで利用されている材料と加工に関する技術を調べよう
４ 材料と加工に関する技術の未来を考えよう

２ 検証計画

検証の観点 検証の方法
○指導資料集「SEE-TECH」を活用した授業実践を行うことで、生徒は ・生徒へのアンケー
技術を社会・環境・経済の三つの視点から比較・検討することがで トの分析
き、自分なりの考えをもつことができたか。 ・授業分析

○指導資料集「SEE-TECH」を活用したステップ学習を通して、生徒は ・ワークシートの分
学習した技術を生活の中で生かしていこうという意識が高まったか。 析

３ 授業実践

協力校の１年生で内容Ｄ「情報に関する技術」、２年生で内容Ａ「材料と加工に関する技術」につ

いて、本研究にかかわる授業を各４時間ずつ行った。１時間目は、「SEE-TECH」のＳｔｅｐ１「技術

に気付く活動」２、３時間目はＳｔｅｐ２「技術を理解する活動」４時間目はＳｔｅｐ３「技術を生

かす活動」を行った。以下にそれらの授業実践の記録を記述する。
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（１） 第１学年の実践（内容Ｄ「情報に関する技術の評価・活用」）

学習内容 指導資料集「SEE-TECH」の活用場面

第 身近な情報に関する技術を 提示資料を活用して身近な情報の技術を紹介すると

１ 知り、様々な分野でたくさん ともに「技術の発見シート」を活用して、身近な情報

時 の情報に関する技術が使われ の技術をウェビングマップに書き出させた。

Ｓ ていることに気付く。

ｔ 技

ｅ 術

ｐ に

１ 気

付

く

第 情報に関する技術をグルー 技術の比較・検討シートと付せん紙を活用して、情

２ プで比較・検討する。 報に関する技術の実現性と効果を比較・検討させた。

時

技

術

を

理

Ｓ 解

ｔ す

ｅ る

ｐ 第 身近に利用されている情報 技術の比較・検討シートを活用し、身近な技術のプ

２ ３ に関する技術について調べ ラス面とマイナス面を調べさせ、三つの視点で整理さ

時 る。 せた。

技

術

を

理

解

す

る

第 これまでの学習を生かし、 私の発明シートを活用して、課題を解決するような

４ 情報に関する技術の課題を解 発明を考えさせ、三つの視点からその技術の影響を考

時 決するような未来の情報技術 えさせた。

Ｓ を考える。

ｔ 技

ｅ 術

ｐ を

３ 生

か

す

イメージが広がり、

たくさんの技術を思

い付きました

庭の雑草を食
べてくれる牛
ロボット

家事をやって
くれるお手伝
いロボット

私たちが考えたロボットが実現して欲
しいです。

便利な技術もいい

ことばかりじゃな

いんだね

・人件費がか
からない

ない・人手不足を
解消できる

・ミスが少な
くなる

・危険な仕事
ができる

・休み無く働
ける

・人間の温か
さがない
・想定外のこ
とができな
い

・エネルギー
を大量に消
費する

・値段が高い
・電気代がか
かる

こんな技術

が実現する

といいな

人の作業を全部やってくれる役立つ
ロボットです。自分が動いたりする
のが少なくなり、時間が作れます。

再利用してロボットを作っているた
め、環境に優しい。

値段は高いけど、すごく役立つので、
（家事をすべてしてくれる）買った
としても、損しない。

家政婦ロボットです。「掃除＆料
理」など、人が普段行っているこ
とをすべてしてくれます。

ロボットに関する技術の比較・検討
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(2) 第２学年の実践（内容Ａ「材料と加工に関する技術の評価・活用」）

学習内容 指導資料集「SEE-TECH」の活用場面

第 身近な材料と加工に関する 提示資料を活用して材料と加工の技術を紹介すると

１ 技術を知り、様々な分野でた ともに「技術の発見シート」を活用して身近な材料と

時 くさんの材料と加工の技術が 加工に関する技術をウェビングマップに書き出させた。

Ｓ 使われていることに気付く。

ｔ 技

ｅ 術

ｐ に

１ 気

付

く

第 材料と加工に関する技術を 技術の比較・検討シートと付せん紙を活用して、材

２ グループで比較・検討する。 料と加工に関する技術の実現性と効果を比較・検討さ

時 せた。

技

術

を

理

Ｓ 解

ｔ す

ｅ る

ｐ 第 身近に利用されている材料 技術の比較・検討シートを活用して、身近な技術の

２ ３ と加工に関する技術について プラス面とマイナス面を調べさせ、三つの視点で整理

時 調べる。 させた。

技

術

を

理

解

す

る

第 これまでの学習を生かし、 私の発明シートを活用して、課題を解決するような

４ 材料と加工に関する技術の課 発明を考えさせ、三つの視点からその技術の影響を考

時 題を解決するような未来の材 えさせた。

Ｓ 料加工の技術を考える。

ｔ 技

ｅ 術

ｐ を

３ 生

か

す

感想

身の回りには、たくさんの技術があることが分かった。

中から外が見
えて、外から
中が見えない
ガラス

絶対に溶け
ないガラス

絶対に割れ
ないガラス

当たっても
傷つかない
ガラス

・加工や成形が
しやすい

・燃えない
・傷がつきにく
い

・薬品に強い
・さびない

・リサイクルで
きる

・安い
・大量生産で
きる

・張力に弱い
・割れやすい
・熱を伝えない
・異常膨張する
特性がある

・燃やしてとか
してから作る
ので、加工の
際に二酸化炭
素を排出して
しまう

・性質が優れ
ているもの
だと高い値
段になって
しまう

感想
ガラスはプラス面はたくさんあるが、マイナス面も

けっこうあることが分かった。ガラスは耐久性などに

優れているので、窓などによく使われていることが分
かった。もっと他の材料の性質も知りたいなと思った。

ガ ラ ス

汚れないガラス
ガラスですが、表面が特別な加

工がしてあり、手あかや汚れも絶
対に付かなくて、しかも割れない。

割れないので安全、ガラスが割れて
ケガをすることもない。汚れないので
ビルの窓に使える。

割れないし、汚れないのでずっと使
えてゴミがでない。

ビルの高い窓に使っても、そうじす
る必要がなくなり、家を建て替えても
くり返し使えて経済的。

感想

発明する事の難しさがよく分かった。発明品
を考えるのは、発想の豊かさとひらめきのよさ
が大事なことだと思った。
社会的視点、環境的視点、経済的視点、その

三つの視点からものづくりを考えるのは、とっ
ても難しいので、何かを発明するには明せきな
頭脳と高度な技術が必要だということをよく理
解できた。僕もいつか何かを発明できればいい
と思います。

身近なところでたく

さんの技術が利用さ

れていることに気付

けた。

技術にはプラス面と

マイナス面があるこ

とが理解できた。

ガラスに関する技術の比較・検討
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 指導資料集「SEE-TECH」を活用した授業実践を行うことで、生徒は技術を社会・環境・経済の三

つの視点から比較・検討することができ、自分なりの考えをもつことができたか。

１年生 104名、２年生99名を対象に５件法のア

ンケート（５：あてはまる、４：ややあてはまる、

３：どちらともいえない、２：あまりあてはまら

ない、１：あてはまらない）を授業実践の前後に

実施し、その回答結果の比較とワークシートへの

記述の分析を行った。

「技術には良い面と悪い面があると思います」

（図８）という質問では、授業前は、あてはまる、

ややあてはまるを合わせて、１年生で53％、２年

生で38％であったが、授業後にはそれぞれ84％、

58％と増加した。また、「技術は時代やその状況 図８ 技術には良い面と悪い面があると思います

によって、評価が変わると思います」（図９）と

いう質問では、授業前は、あてはまる、ややあて

はまるを合わせて、１年生で63％、２年生で57％

であったが、授業後にはそれぞれ73％、66％とこ

ちらも増加している。これは、「SEE-TECH」のス

テップ学習で社会・環境・経済の三つの視点から

技術を比較・検討する活動を通して、便利な技術

を実現しようとすると、別の面で課題が生じたり

マイナスな事態が生じたりすることや、評価する

視点を変えるとプラス面がマイナス面になったり

その逆になったりすることを体験的に理解するこ 図９ 技術は時代やその状況によって

とができたためであると考えられる。 評価が変わると思います

次に、ワークシートの記述を分析した結果、授

業の感想や学習内容の理解などについて文章記述

できた生徒は100％で、全員の生徒が授業の感想

を含めた授業に対する自分なりの考えをワークシ

ートに記述できた。その内、技術の適切な活用に

ついて記述できていた生徒は、１年生で69％、２

年生で79％であった。記述内容も、１年生では、

情報の信ぴょう性やインターネット上のトラブル

への対応の重要性について、２年生では、環境へ

の配慮やユニバーサルデザインなど福祉分野への

利用の重要性についてなど、技術のプラス面やマ

イナス面、これからの技術の在り方に関する記述

が見られた。

このことから、多くの生徒が「SEE-TECH」のス

テップ学習を通して、技術を三つの視点から比較

・検討することができ、技術にはプラス面とマイ

ナス面があることを理解して、自分なりの考えを

もてたと考えられる。

〈２年生生徒のワークシートの記述から〉

○「材料と加工に関する技術はどのように発展してい

くべきか？」という発問に対する記述

・環境への影響を考え、環境に負担を与えないよ

うにしていくべきである。

・環境に優しく、よりよい生活ができるように発

展していくべきである。

・障害者や子ども、お年寄りなど、だれでも使い

やすい製品を開発するべきである。 など

〈１年生生徒のワークシートの記述から〉

○「情報に関する技術はどのように発展していくべき

か？」という発問に対する記述

・個人情報の管理を厳重にする。

・節電を考える。

・でたらめやいい加減な情報を無くし、必要で正

確な情報を伝達する。

・コンピュータウィルスに対処する。 など
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２ 指導資料集「SEE-TECH」を活用したステップ学習を通して、生徒は学習した技術を生活の中で生

かしていこうという意識が高まったか。

生徒のワークシートの記述を分析したところ、

「利点・欠点をきちんと理解し、目的に合わせて

使うことが大切」など、「SEE-TECH」のステップ

学習での学習内容を踏まえて、技術を活用する上

でどのようなことに注意したらよいかや、どのよ

うな心構えをもったらよいかなどを記述できた生

徒が多く見られた。

次に、「技術は今後も発達し、生活を豊かにし

てくれると思います」（図10）という質問で、授

業前は、あてはまる、ややあてはまるを合わせて、

１年生で66％、２年生で62％であったのが、授業

後には、それぞれ90％、68％と増加した。これは

「SEE-TECH」のステップ学習を通して、生徒が身

近にたくさんの技術が使われていることと、新し

い技術が次々と生み出されていることを知り、今

後わたしたちの生活がより便利で豊かになるであ

ろうということが理解できたためと考えられる。

以上のことにより、生徒が学習した技術を生活

の中で生かしていこうという意識が高まったと考

えられる。 図10 技術は今後も発達し

生活を豊かにしてくれると思います

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ ワークシートを用いて、技術を社会・環境・経済の三つの視点から個人やグループで比較・

検討したことにより、生徒が技術は便利さだけを追究するのでなく、環境への影響や費用対効

果なども考え、それらのバランスをとることが重要であることなど、技術の適切な活用につい

て理解を深め、生徒一人一人が、自分なりの考えをもつことができた。

○ 指導資料集「SEE-TECH」を活用したステップ学習を通して、身近にたくさんの技術が活用さ

れていることに気付かせ、技術のプラス面とマイナス面を調べさせたことにより、生徒が技術

を活用する上での注意点や心構えについて考え、学習した技術を生活の中で生かしていこうと

いう意識を高めることができた。

２ 課題

○ 技術について考えるきっかけとなるような画像や動画など、技術に気付く活動で用いる提示

資料や補助資料の一層の充実を図りたい。

○ 学習内容を自分の生活に生かす観点から、技術を生かす活動で用いる授業展開例とワークシ

ートに、生徒の日常生活での課題や問題点を振り返らせる活動を取り入れるなど、生徒の日常

生活に結びついたものに改善を図りたい。
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〈生徒の授業後の感想から〉
・材料の利点・欠点をきちんと理解し、目的に
合わせて使うことが大切だと思いました。

・衣類を買うときは化学繊維を使ったものでは
なく、天然繊維を使った衣類を買うようにし
たいと思う。

・それぞれの材料や製品には、社会面、環境面、
経済面での良い点悪い点があることが分かっ
た。今後は、マイナス面に目を付けて改善し
ていく必要があると思いました。

・何か一つに貢献しても、何か一つに害を及ぼ
すものもある。うまくバランスをとることが
大切だと思う。

・いろんな機械にはメリットとデメリットがあ
るからメリットを生かし、デメリットを少な
くするような使い方をしたいと思う。 など
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